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諸外国が冬小安品種に於ける主秤幼穂

の形態努化に及ぼ、ナ影響

第 2 報冬季のiI~l室下の出穂及び早存の低温の影響

手島寅雄・吉田 稔

〈北海道犬皐段撃部食用作物象数室〉

The effect Qf outer conditions upon the formation of 

young ear in main stalk of winter wheat 

11. The influence on earing of winter wheat under 

the condition of green .house and the 10w 

temperature in early spring 

By 

TORAO TESHIMA and MINORU YOSHIDA 

1.緒言

きち小委の秋播'I~I:ぽfR;毘と同t]í'rÎ.日底ま'1\によっ

ても消去されるととは官~.に認められているとの生

育詮上に於ける短日庭J'1lによって惹也ずる質的境

イヒと1m芽時及びその後Di町且島正111によるそれが範
略をーにするものかどうかぽ未だ判然としていな

い。亦，ー休との地方に於ける気候僚件下で、~小

穿のf!li註要求景が県ーして越冬引に入る以前に主主し

符るだろうか，克にとの地方の融零具J1以降の!m¥場

温度のみで、冬ノj、安がIHl虫をj主成I:H*ないものかと、

うか乞検するt}~'C以下の試験が行われた。

ととに報丹する貰験に用いたIi71障は赤鍔不失n

一流であり措柿(i'C常ってばf!i!芽障子。 2寸千鳥 l

1Pi]休t番きとした。

11.費験

費験1. 冬季の慌宝下に於けるIHl京

材料と方法: 昭和27年9n 15日に杭播し
た冬小委:を時明日Jj(rr:11月21日)12月1日)12日，

23日)1月7日の5回に亘って雪の下から掘耳元り，

その後温室で育て出穂に及ぼナ掘取り時期までの

自然低温とその後の冬季短日の影響を調在した。

1回l'C掘吹ったものから 5佃休を但8寸の鉱に移

し同時に生!~廃刊の併芽和子 51泣を移杭した。

結果: その結;!jぞ士第1表''C示した如くであっ

た。

第1表秋季の低温短日'&.び冬季の
高温短Hとそ小3障の出稼

(品種 IP1j;鋳/f~知 1 披』日個体平均， 1932~3) 

1 '" "，' 1 ~， """ ，.， 1移地上り :11 1 LI1穂迄の医
移植8 I厄別 1出穂[1I穂迄の日数!内日数差

|栂耳)(14月21.4!-J1 (67)十!日.4日
II月20日〓-. 1 -. 1-. . I 46 Fl 

1 i在揺.14JJ26.0日 156日

掘取 14月 6.8日1(77)ート 126.8H
12月 18 I':~ -'1 -'': --.~ I ，... • ----.-I 346f~ 

庇梼!日月 11.48161.4日

掘取 14J1 19.6日1(88)十 1286H
12月12日I':'V' I -，ー〆.~，~ I .~~， • . -~ -.-I 22.2日

直f番

12月23日 25.0日

27.2E1 

又 11月21日から翌年5月30日迄の温室内

の最高最低室温を表示すると第1闘の如〈であっ
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第1圃温室内気温(19ラ2-3)

2{O去の出椋に到るまでの日教の欄の数値ぽ
掘取りの各匝では播種より掘取日迄の日教を括弧

内に示し掘政後出tV{迄の日教をと+記慌の女に記し
I.U播置のもの{ま播郡日より出帯、迄の日教を記した

のであるがとの数字を比較するとさ々のととが言え

る。
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100 
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閉
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第2圃 秋播小"?ffiの冬季温室に於ける fH徳

a). 柿崎洋一，生:j~:.{三民三郎 (1937)の， MCKlNNEY 

and SANDO (1935)乃司王D記述したたlく向調と言う

泰化感肱1~1 子を除いた他の越冬f条件(主に続日)で

何れも出穂可能で町あり 5月19日を*格としてす

べて出穂した。

b). 出穂迄の日教は直播匝のみについて見る

と播種期が遅れるに従つでかなり短かくたってい

るが， これLまi毘宗I五1i:毘皮が春化に無効な相主J的I会i

i且とは言え生長に封してぽ好適で法主主く，殊に播

種明の早い程冷j京で生長は遅々たるもので、あった

~に現われた522 と考えられる。

c). 掘取各匝の掘取りから出穂迄の日教につ

いて見ると， とれが弐第に減少する傾向が見られ

る。とれは温室内温度が次第に灯油ーになった詐り

でなく次に述べる松友掘取時期迄にうけた低温の

影響佐考慮しなければなら泣い。

d). 11)g 21日掘肢匿の掘取りから出穂迄の

日教と同日直播匝の播種より出穂迄の日教との主主

は4.6sであり， 12月1日移植の場合はその主主が

34.6日，その後の移植では夫々 22.213， 25.0日，

27.2日となっているが， との敢1~白土掘取時期以前

にうけた低i毘の或1M!の大きさの指標となるものと

う}jえられる。即ち最初の 11月21日固に於ける

4.6日は，それ迄に得た春化に有効な{J1棋の霊;が

温室I.'C移されてからの相封的高温によって，春化

('C閲しでは殆んど無効で\日.つtHH~1士主に短日によ

ったとと生示す。放言すれば冬季の短日が輿えた

花芽分化作fIjにぽ 11月21日迄の秋の低温が累

加されるべき脊化効果のノj、でwあったととを示ナと

考えられるし， グくの 12月1日匝の 34.6日という

故もえき主主主は掘取り迄l亡獲得した低協の累w託手
イヒ効果が相主.J'fI'.J('C最も顕著で・あるととを示す。そ

れ以後のとの数値が，かなり大きく比較的近い値

なのは抱取前。i旦iIi効果が臨界的で，掘lf~以後の

?，i2日比春化方向えの集力l似r県ぽ殆んどなく，ただ

生長のやれと赤化に除jしては|司じ意義乞持つ伝子:日

及び:{.町立布化効果の去の現われであると考えられ

る。とlま言え，それが減少しているのは芭播各匝

のIH椋迄ω日教の減少割合と掘取各1亘の掘取りか
ら出穂迄の日教の様化と封比してみた場合，温室

内ρ相宝封J的泊高ii泊温E且[がf低氏町i協泣品毘l矛存長イ化ヒ効果の減i返邑(民り川)に霊封J 
して据掘¥1玖P収L時j期切の[，'-いJ冷令令、i涼i
であつアたζ止と考j名ラ雪屯えられるのでで.ある。

との積の質検に於ては長日底却を併設すれば

更に明確に1'1'.来ると考える。

費験2. 4与ノj、妻のtH椋lて討する111恭の低温の

効果

費験方法: I11若手の低温が冬小委の花芽分化開

始に如何なる量的表化効果を有するかを失¥iる一方

法として，昭和 27年に本道0冬小委の到花には

不充分と言われる春イヒ底理日敢を施し自然保件下



との枯~~からJくのととがすえる。

a). 低ji:!彪1'11¥効果を甜らナiIli度とそれ以上の

~;n主.JN~I(:j泊[とが生育詮上に交五(1:現われる時期に

括和された冬小委は充分な低温廃刊期間とは忠わ

れたい日教のjお主111.でもIHMtが可能で、ある。

b). 3 Jj 23 日頃の括:fj市を pl~J早として(これは

年に110えって多少異なるだろうが)日IH1:1町並存化庭
却を施さすで，に播種後のijL脊の累砧的低濯に依存ナ

北海道大挙農王手前(革己妥

るだけで花芽分化及び~H聴が建成される。

c). 前回のt義和、明lて， ili!~ら可王子の一吉日:乞引事長き

低温底JIJ1.した;場合11:，既に移iili，したものとの聞に

現われる播和より IH椋迄の日数の:it;~ぽ底即日数の

少ない粍大きい。即ちその頃の気温乃王土壊温度

が有化効果を有すると同時に点化効果を逆樽せし

める殺な溢度にもかたり遭遇し時日の経過に従っ

て，日pち成支えが尚まるに従ってその遺作f11が失第

lて大となるととを示している。向との場合日長を

も考慮に入れねばならぬのであるが， との貼日長

にHMナる詳京iIlな寅険の際lτ諭すで・るととにする。

に生育せしめ.その後の外界["1子(主に温度)によ

って現われる彫響を知るため，ーたの諸匝を設けた。

調在ぽ 1匝 10111i!体とした。

4 H 5日移事([，..…lOC鹿占IJl日数23日， 11日，

1!l~庭山1Iil芽

4月16日移杭…・・・lOC庇JJ1!.日敢34日， 22日，

11日， 9!l~鹿島1.1W芽

4日26日移植・・・…lOC鹿正明日教4413，32日，

21日， 10Fl， 先月底正'llifi!芽

叉，翌日FlJ;n28年限芽したのみの冬ノj、葵をも日雲量約

1mの3月2日及び融雪期である 3月23日に作

保移杭し，私零時のものは乾土を覆土後tql~ました。

費験結果: 結果ぽ次の第2去の如くでwるった。

8 

第2表早容の環境因子のそ小多
iii穏に到する診饗

(品種『赤銃不知 1~虎~ 10個体平均， 1952~3) 

冬小安部:子のf且iffil.赤化底ι11日教がその品種の

出111の活(1:!必要な臨界日数，換言すれば不安定な

低温底斑日教ではその後作fijは移杭後の温度とか

円長宅:の環境ltl了・が赤化効果を逆押する椋主主吠態

であればその程度ーによって種々た春化効果の戻り

が起り， 1:1¥1'京が遅延乃至阻害されるというととを

暗示した文献は古くからあるが GREGORyand

PURVIS (1938)めによってライ萎のかたり民汎主主賓

j険から，低温容化効果心雨後の外界温度による不

安定性に到し devernalisation(赤化効果の戻り)

と名付けられるに至った0;f11阿柴太郎 (1936)0)も栽

培中の温度が特に高くて聴の分化が;ffPiliilされる場

合J郎監IfJ.;.科ー皮の低い品軒は更に長!閉Ht¥Jの底辺!を必

要とナるととを認めて;J';-り，筆者等も第1十1iに於

て種々の~PlIHJ低ìlilJ品目i を受けたきち小型Hlil芽f:rT(子が

括和具nの;!1れるに従って生十るHi税j.¥mの主異の調
夜から，播和J~l!が主主れて3iti且が失第に上昇ずるに

従ってI:Uf長ずるに要するfli;i且蕗J'll必要日数ぽ大と

たる結果を特た。例えば4}j19日播脆でば40日

底王nlのものでも 7n 20日前後にIU;f]{出来たが， 6 

察考III. 
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月18・H播種の場合には 80日底辺l迄bj'殆んど出掛

不能で、産[[二現象佐呈 L，90日底理以t二のものでど

うやら 8n 10 J=I頃l乞IH穂出来たので、あった。
との報背の結県ぽJ~.:iÆ;の様tJ.低温存化効果

を逆特させる絞た相封的高温が少ないか或いは殆

んど無くて赤化効果左獲得出来るような早春に，

例えば3月20日頃(年によって異なるが)播種す

れば，との地方でほf町毘底理を要せ歩して出聴す

るという思!iです刈ヒ庖浬効果の可逆性を立誰してい

ると考える。

低温存化効果の戻りは柿~Itf洋一，鈴木員三郎

t1937)4)の低温感肱性の差による小萎品種の分類

の内秋播性の高いものほど春化効果逆作用に封ず

る反肱が大きく，一方質的礎化の安定性強く秋

播性が少ない品軒，:~(との逆梓性が少なく，例えば

手品 (1938)が高生I1J勘定の rJil.宝探』で観察した如

く，札幌で4月25日播きでは出穂ナる年と底止

する年とあり，かかる低温要求量の小たiR1析は逆

特性少なく安)t.tl:が大で、あり，手長播.[士山iく{民地慮
翠11効果の無効た品相はf町毘感温相を有したいとい

う殺に品種が低温感温性に閲して十∞から Oま

で廷続的境異を以て配デ1)されると考えられる。

一方， ?，i-i日庭山lの存化効果については ADAMS

(1925)1¥ McKINNEY， H.H. and SANDO， W.G. 
(1935)九和fF/ (1936)へ柿崎洋一，鈴木員三郎

(1937)吋等の認めたととろであるが，との報告では

冬季の自然短日下に生長せしめた醍Iで少しく意義

を異にしている。 IIPち春化感臨1:&1子の一つである

温度凶子を除いた他の越多依件(主に短日である

が，その他に岐素， j長分等喜三考慮せねばならない

だろう)で出穂可能で・あるととの他lτ，掘取って

温室に移される迄に得たと忠われる春化感l割引毘

量について考察を加えねばならないι 多小委を越

冬期に入ってから掘取り温室で生育せしめたもの

も，直播したものも出穂したととに封して，一応温

室で、生育中の低iEiが懸念されるが温度の日鑓化で

は低温春化効果を有する 5
0

C附近以下の温度量ぽ

僅かで、あったので花芽分化の感l在吃はその他の因

子主に短日が閥興していると考えられる。而して

前述の如く好、適な温室気慌を受けた後1切の掘取l砥

程出穂、に到る日教が少なく， しかも掘取期までの

日教を考慮しない場合， ~器取匿と iι播匿にf士山椋

に到る迄の日教に常にかなりの設が見られる。と

の掘取前の質的境、化の影響と生育椋度の相違から

FI，ラj{:ずる若を見ると 11月21日直で怯ノj、さく掘

取前の影響の少ないととを物語って公り， 12 FJ 1 

日直以降では大きくてとの時期迄の質的存イヒ感l患

が著しかったと見倣されるとと11:ついては既越し

た如くである。秋播された多iJ、萎が何時感i血相を

F 完了するか!乞ついてほ勿論品種によって異なるが

夜化虞現効果の不安定住についての解明がされな

い限り TUMANOV(1940)の 1).都子は越冬前に完

全に森化される場合と， 2). 感i毘相の存化は越冬

開始時又は越冬中に完了する場合の 2つの可能性

の想像の坊を股し得ないが，との寅験結果からも

12月1日以前に感混相を完了したと想像される

のみである。

摘要

I. 昭和27年及び同 28年に北海道大串附属

農場一及び温室に於て多小葬品種赤錆不知 1慌を用

いてI:U聴に到する冬季奴日及びJr.イ手1lii匝の影響Iに

ついて調布した。

11. 昭和 27年9n 15日lてー播カ通れた冬小委を
越冬期j(1:入った後，数回に亘って掘り出し同時に

直播したものと共に冬季IHI温室で生育せしめた結

果，何れも冬季の短日によって IHt~{するが，移布:!{

後出穂迄の日教を比較すると.後期移杭のものほ

どそれが短縮され， ;Eliに最初の移杯T期の 11月21

日迄に得たと思われる赤化効果後作Jljぽ， tH穂に

封ずる影響は少なく出穂ぽ移植後の短日に依存す

ると考えられ， 12月1日移植以降の各1亘は明らか

に移植日以前の存化効果作用が現われ， 22-34日

の出穂促進をと認めた。

111. 昭和27年11:春播小萎の播極適期である

5凡b.l0の以前民多小委種子に封して不充分と

言われる日教の低温底辺lを施し J，l.o岱の低温の春

イヒ効果有効程度を出穂快況によって調ペた。その

結果4月16日に， 2213以上低iKil.庭盟を施して移杭

した場合には出141可能で、あるのに反し，その日よ
り11日以前の4月5日に移植する場合は 11日

の低温鹿理で、出穂可能で、あった。そして翌昭和128



10 北海道大挙農皐部組要

年度でぽ， 3月23日以前であれば人工的越冬底上IJt

乞施さー夕、に早"1[<の低温のみで多小萎の/:H聴が可能

であるととを百忍めた。
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Resume 

In 1952-53 at the attached farm and green house of Hokkaido University， a winter wheat 
variety in Hokkaido， Akasabishirazu No. 1， was used to test the response of: earing under the 
condition of green house and the low temperature in ear1y spring. 
When the plants had been sown at the middle of Sept. in 1952， we found to have 
completed their thermo-phase on December 1 and found that floral initiation can be great1y 

accelerated by subjecting to faII sowing seeds of winter wheat to natural Iow temperatures 

by the biginning of winter. Those removed to green houseat Nov. 21 headed on April 21 

while the germinated seeds sown to green house at the same time eared on Apri1 26 by short 

day in winter， thol1gh the plants processed under snow up to Nov. 21 resulted alm.ost no 
acceleration of heading. However， the influence羽ththe exposure of seedlings of winter 
wheat to preliminary low temperature in the open， as rem.oving to green hOl1se late， resulted 
the acceleration of heading to enlarge considerably， i. e. 22-34 days. Present investigation 
ccinducted in the Sapporo region indicated that a. winter wheat sown at Autum.n the middle 

of Sept. headed independently of short day in羽 nterwhen th eal1tumn temperatures or condi-
tions under the snow favoured the natural vernalization of seeds after sowing， although a 
winter wheat enable to attain the condition of heading by short day treatment alone. 

In this region spring wheats and vernalized winter wheat available for m.aturing grain 

when it has been sown at ear1y in May. We tested the behaviour of ear in winter wheat 
seeded as ear1y as melting period of snow (approximately at ear1y in April) to clear the 

additional effects or efficacy of the low temperature in ear1y spring to unsu伍cientvernalization. 

Consequently it was found that the induciug of vernalization effects required low temperature 

treatrp.ent at lOC more than 22 days wten it had been planted at April 16， while when planted 
at April 5 it was enable to head even 11 days exposure to lOC. Moreover， it was recognized 
that the quantitative requirement of the low temperature on winter wheat sown at March 23 in 

1953 was attained with the natural low temperature after the planting. The establishmen:t of 
certain theories for so called devernalization， however， must await additional research with 
various varieties of wheat and comprehensive environmental factors. 


